
コンプリートフィードの調製機械

1.はじめに

混合完全飼料の調製技術については，以前から

注目されていたが，本道に具体的な形で導入され，

新技術として評価されるようになったのは昭和53

年頃からと思われる。十勝地方で関連機械の試験

が行われたのは，昭和55年であり，新しい時代の

飼料調製法として脚光を浴びるに至った。なんと

いっても大きな関心を集めたのは，配合飼料一辺

倒から脱脚し飼料費を節減できる可能性を見出

した乙とであろう。確かに配合飼料の供給によっ

て経営の合理化が図られてきた。しかし，時代の

経過で農家は飼養管理技術をさらに高度化しよう

とするものである。それなりの技術が伴えば，配

合飼料のみに執着はしない。未利用資源の活用も

含め，巾広い技術展開に興味を示すのは当然であ

る。

畜産不況といわれるなかで， 乙3を切抜けよう

とすれば，第 1~とは経営費 lζ 占める割合の多い飼

料費の節減を図ろうとする。十勝は畑作と畜産が

混在し畑作の副産物が比較的容易に飼料として

利用できる条件にある。コンプリートフィードは

副産物の晴好性を高める乙とに効果的であるとす

れば，経済性からみてこ、に着目するのは自然の

成行きともいえよう。一方，畑作側も地力保全の

立場から堆厩肥を必要としているo 堆厩肥を金銭

で売買するよりは，現物で交換するととがもっと
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ンプリートフィードについては，新技術であ

る苅けに未だ充分な理解の上lζ立って利用される

とはい、難い。現在実施されている内容も順次状

況叫応じ変更されるとともあり得ょう。また，機

械ほついても大巾に改良されてくることも考えら

れ司。乙、では，二・三の関連機械の性能試験の

中朴らその内容について述べ，今後の方向につい

て検討してみたい。

戦後の畜産振興とコンプリートフィード

位置ずけ

i後の畜産振興にはめざましいものがある。図

1昨示されるように飼養頭数が減少しているのは，

馬品羊であり，他は飛躍的な増加となっている。

畜産は生活の豊さに比例するとみられているが，

戦茄には考えられなかった内容である。必然的に

牧草地の面積も増え， 52年以降畑地面積を越えて

い.a(図 2) ，飼料作の面積は今や全耕地のM以

開題は牧草の生産性である。図 3，4， 5， 6 

l乙示されるようにまめ科といね科の混播が増え，

収量も増えてはきたが，最近は下降線を辿ってい

るJ家畜の飼養頭数が依然として増えている現状

か$みて，乙のま、で良いという乙とにはならな

いJ乙れ以上飼料作物の面積を増やす乙とについ

も合理的であることは理解している。これ迄，現 ては 事実上不可能とみられているので，生産性

実には畑作物の副産物をどのように利用するか， を高める技術 あるいは他に飼料資源を見出す方

その方法に決め手を欠いていたのである。一連の 策を構じなければならないといえる。図 7，8， 

コンプリートフィード調製機械が導入されると， 9，110は代表畑作物の収量推移である。畑作物は

徐々に畑作と畜産の結合を深める乙とにも役立ち， 引続き収量は増えっ、あり，牧草のように停滞は

理想的に農業システムを形成する乙とになるもの しtいない。牧草も作物であるならば，管理を密
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にする乙とによって 増収させる乙とは可能であ

ろう。肥培管理技術について基本から見直し，積

極的に取組む必要がある。

別の飼料資源として考えられるのは，畑作の副

産物である。収量が多ければ，副産物も多いので

あり，その量を概算すると表 1である。乙の膨大

な量は現在，殆んど利用されていない乙とからす

ると，これを棄て、おくべきではない。ちなみに

牧草の昭和56年度の収穫量は， 16，897，000 t 0 n， 

サイレージコーンが2.121.000t on である。~~穫

現物量ではサイレージコーンの約倍量あり，飼料

. 作全体でみても約M であるo 成分表を表 2， 3 

に示したが，内容は決して悪いものではない。乙

れらの収穫・運搬・調製技術を整備すれば決して

利用できないわけではなく，早急の対策が望まれ

る。

• 

生産費に占める飼料費の割合を図11，12， 13に

示した。搾乳牛と肥育牛(乳用おす)は，約Mで

あり，流通飼料費の占める割合も大きい。ある面

ではわが国は世界一賛沢な飼料を給与していると

いわれる。経済的な体質を強化しようとすれば，

どうしても自給化の方向をとるべきであり，コン

プリートフィードの技術を導入すれば，相当の部

分が解決すると見倣される。

畑作と畜産の結合の必要性については前述した

が，乙れを図で表わしたのが図 14である。戦後

の高位生産性は化学肥料，農薬，農業機械，品種

ないからではなく，その対応時間がないという乙

とも理由になろう。いづれにしてもそうした双方

の問題をどう解決するか，合理化しても国際農業

に比較すれば問題を抱えているのであり，以前の

農業に戻る乙とはできないとすれば， もっとも適

当なものとして浮上してくるのは専業化した中

で結合する地域複合化である。お互い持でるもの

を出し合い，補完しようとする考え方である。例

えば，鹿追村を中心に展開している交換耕作など

がそれである。酪農の草地更新を畑作が担当し，

そこに畑作物を作付する。畑作の同面積には堆肥

を投入し，サイレージコーンを作付けして， 乙れ

を酪農lζ廻すというやり方である。草地にてん菜，

ばれいしょ，秋播き小麦と作付けし，小麦の収穫

後8月に牧草を播いて戻せば一年といえども飼

料の生産性を低下させずに草地の更新を可能にす

る。畑作の方も根菜作で地力の低下した畑に堆肥

と禾本科が入る乙とで地力を回復する。畑作の農

業技術，機材，労働力が活き，酪農の土地，家畜

ふん尿がまた活きる乙とになる。乙うした結び、つ

きが強くなれば必然的に畑作の副産物をもっと活

用しようという乙とにも進展する乙とになろう。

時代の流れというべきか 乙うした動きは各所

にみられるので，ー乙れからであれば，畜産農家は

単純なコンプリートフィードの調製にと Yまらず，

畑作の副産物利用にまで手を伸ばすと思われる。

そうする乙とが双方の利益であり，国際農業に対

改良などによってのみもたらされたものではなく， 応する経済基盤を作る乙とに少しでも役立つ乙と

農業組織の改革も大きく介在している。専業化へ になれば，コンプリートフィードに対する期待は

の経営の合理化は，生産体制の整備であり，効率 極めて大きいことになる。

化が従来の農業水準からの脱却を可能にしたとい

える。しかし，乙の専業化の道にも一つの隣路が

出てきた。畑作は家畜の追放によって堆厩肥の還

元が望めず，地力消耗が深刻な問題となっている

乙と，酪農は多頭飼育に伴う労働負担が厳しく，

夏場の飼料生産に充分な労力を割けない乙となど

である。牧草の収量が停滞しているのは，技術が
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道全牧草の作付面積と収量推移図5
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表 1 畑作物の収量と飼料として利用できる作物残漬

( 54---56年 3ヶ年平均)

• 

ンL
作付面積 ~~ 量 残 澄 量

収対割量す合κ る 収の率穫含閥時水 (k収重砂穫10量時a) 
乾 物

(む) (kg/lOa) (ton) 
(kg~Oa) (ton) 

麦 85，4 66.7 311.7 266，399.7 2.0 15 623.4 529.9 452，879.5 

大 1 旦 21，466.7 173.0 37，137.4 0.8 15 138.4 11 7.6 25，253.4 

旦 31.066.7 138.7 43.089.5 0.8 15 111.0 94.3 29，300.9 I 

菜 旦 20，300.0 168.7 34，246.1 0.8 15 135.0 114.7 23.287.3 

スイートコーン 10.640.0 1.065.0 11 3，3 16.0 2.4 84 2，556.0 409.0 43.513.3 

実取りコーン 201.7 235.0 474.0 4.5 50 1，057.5 528.8 1，066.5 

て ん 菜 65，966.7 5.223.3 3，44 5，6 3 8.5 1.0 84 5，223.3 835.7 551，302.2 

計 235.1 08.5 一 3，9 40，3 0 1.2 一 一 一 1，12，6，603.1 

注:収穫時の残漬物重量 (ton)= 4，344，128.3 
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1:'-) 
σコ

〉に
稲 藁

麦 F早
藁

ソ ノて F早

旦 手早

大 旦 稗

大 豆 爽

委員
コニ ン ド ウ F早

イ ンゲンマメ稗

チモシー(出穂期)

生
アカクローパ(開花期)

草 アルフアルファ(開花期)

トウモロコシ(黄熟期)

類
ビー ト ト 、ソ フ。

製
馬鈴薯澱粉粕 生

造
馬鈴薯澱粉粕 乾

キ白
類

ピ 卜 ノマ ノレ フ。

表 2 畑作残漬他の飼料成分表

組 成 (原物中央づ) 消 イヒ 年→ー三宅 (気分

粗蛋組可溶組粗 粗蛋 組 可溶
水分 脂無窒織灰 1旨 無窒

白質肪素物維 分 白質 肪 素物

13.0 4.3 1.7 37.3 28.9 4.8 26 40 47 

10.9 3.1 2.0 44.6 33.7 5.7 10 40 38 

15.4 5.7 1.3 35.8 33.4 8.4 49 42 49 

13.9 6.1 1.5 33.8 38.9 5.8 29 31 58 

14.5 6.8 1.8 34.4 38.0 4.5 29 31 58 

16.5 4.7 0.7 42.4 29.8 5.9 29 14 68 

14.3 0.6 1.9 34.2 34.1 4.9 53 56 66 

19.3 6.3 2.1 28.8 38.2 5.3 67 30 67 

79.9 2.0 0.7 9.6 6.2 1.6 68 56 73 

80.1 3.2 0.6 8.1 6.2 1.8 77 46 72 

84.0 2.7 0.6 7.1 4.0 1.6 68 59 76 

75.8 1.9 0.4 13.8 6.3 1.8 59 74 76 

83.3 2.7 0.3 9.5 1.9 2.3 70 48 88 

88.4 0.4 0.1 8.8 2.0 0.3 。10 85 

11.9 4.9 0.6 64.2 16.1 2.3 15 10 84 

12.5 9.0 0.8 56.5 17.3 4.1 50 。88 

-‘ 

(新得畜試・十勝農試会議資料一部訂正)

栄養価(原物中) 栄養価(乾物中)

粗 D M DCP TDN D E DCP TDN D E 

繊維
(I¥t]:a 1 仏1cal

(矧 防) 阪) /匂) (労) 防) /勾)

61 87.0 1.1 37.8 1.67 1.3 43.4 1.90 

50 89.1 0.3 35.9 1.58 0.3 40.3 1.78 

41 84.6 2.8 35.2 1.55 3.3 41.6 1.83 

36 86.1 1.8 36.4 1.61 2.1 42.3 1.87 

36 85.5 2.0 36.9 1.63 2.3 43.2 1.91 

51 83.5 1.4 45.6 2.01 1.7 54.6 2.41 

53 85.7 5.6 48.6 2.14 6.5 56.7 2.50 

52 80.7 4.2 44.8 1.98 5.2 55.5 2.45 

60 20.1 1.4 13.6 0.60 7.0 67.7 2.99 

51 19.9 2.5 12.1 0.53 12.6 60.8 

55 16.0 1.8 10.2 0.45 11.3 63.8 2.911 

66 24.2 1.1 16.4 0.72 4.5 67.8 2.99 

75 16.7 1.9 12.0 0.53 11.4 71.9 

29 11.6 0.0 8.1 0.36 0.0 69.8 3.08 

20 88.1 0.7 58.0 2.56 0.8 65.8 3.90 

75 87.7 4.5 67.2 2.96 5.1 76.6 3.381 .) 
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• 

表3 脱水澱粉粕サイレージの分析値(単位猪)

h q  パンカ無添加 パンカ糠4形添加 バッグ無踏圧

現物 乾物 現物 乾物 現物

71< 分 75.71 一 76.84 一 75.72 

粗たん白 1.08 4.44 1.08 4.66 1.1 3 

*11. 

N 

粗

粗

P 

乳

酢

酪

有

脂 肪 0.06 0.2 5 0.06 0.26 0.11 

F E .1 7.95 73.90 1 7.31 74.74 1 7.79 

繊 維 4.78 19.68 4.29 18.52 4.85 

灰 分 0.42 1.73 0.4 2 1.82 0.40 

H 3.66 一 3.59 一 3.62 

酸 0.4.1 1.69 0.4 0 1.73 0.30 

酸 0.0 6 0.25 0.0 3 0.13 0.04 

酸 0.00 0.00 0.0 0 0.00 0.01 

機 物 1 7.9 5 73.90 1 7.31 74.74 1 7.79 

摘要 1. 採取個所は表面(上方)より50--60cm

2. 調整:昭和55年11月 分析:昭和56年 5月

3. 分析:ホクレン農業総合研究所

500 
(千円)

400 
費

用 300

200 

100 〆r 五福正一

56年度
100.0傍)

(労)

53. 1 100. 0 

22. 2 41. 8 

51 52 53 54 55 56 (:年)
年次

図11 搾乳牛通年換算1頭当りの生産費と飼料費
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乾物

4.65 

0.45 

72.27 

19.98 

1.65 

一

1.29 

0.1 6 

0.04 

73.27 

バッグ踏圧

現物 乾物

74.63 一

1.20 4.73 

0.10 0.40 

18.54 73.08 

5.09 20.05 

0.4 4 1.74 

3.67 

0.33 1.30 

0.0 7 0.28 

0.00 0.0 0 

18.54 73.08 
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農業主E織の変革と今後の方向図14

った畑作の副産物を飼料化する技術が今後の畜産

に重要な意味を持つものといえる。砕断機はその

基礎となり得るものであり，こ乙i乙本年輸入され

たストロミノレについて』性能特'性を明らかにし，導

入利用上の参考に供する。なお，本試験は道立新

得畜産試験場飼養科，馬産科と共同で行ったもの

関連機械の性能

スト口ミルに関する性能試験

(昭和55年度十勝農試農業機械科

農業機械試験成績書)

(1) 目的

藁稗類は砕断する乙とによって堆肥lとする場合

1 ) 

3. 

である。

(2) 試

試験月日

試験場所

供試機

方法

昭和55年 7月14日

道立新得畜産試験場

験

も，飼料lとする場合も取扱い易くなり，かっ，精

度の高い利用のできる乙とが各種の経験から知ら

れている。とれ迄，藁稗類はサイレージ用吹よカ

ストロミノレHMG-500デンマー

クコーマル社(北海ヰセキ販売)

④試験項目 砕断割合，所要動力，作業能率

(3) 供試機仕様

本機は主にタイトベールされた乾草，藁稗類を

砕断するものである。材料は最初にフィードドラ

ムで荒砕きされ，次いで高速のロータ(フレーノレ

型ハンマ)に送り込まれる。砕断の大きさはスク

リーンのメッシュで調整するが大小2種ー用意され

①

②

③

 

ハ同
Uつ山

ッタ，あるいはストロカッタ等により切断される

にすぎなかったが，わが国にも高性能のハンマミ

ル方式の砕断機が導入されるようになった。乙の

狙いは切断の場合と異なり，砕く乙とに意議があ

る。例えば，藁手早類を飼料として利用する場合に

は，砕いて晴好性を高める，反調動物の消化機能

を損ねない，完全混合飼料の調整を容易にする等

のメリットを大きく打ち出すものである。飼料の

絶対量が不足するわが国にとっては，飼料の効率

利用はもちろんのこと，従来あまり利用されなか

• 



ている。(図15)。本機はタイトベーノレばかりで

なく， ローノレベーノレの場合で、もほぐして供給すれ

ば別に問題なく利用できる。スクリーンを変えて

一部穀粒の粉砕に利用する乙とも可能である。

切断する場合と異なり，太い稗は砕かれ，細いも

のは適度の長さに砕断全体が軟かくなるのが特

徴である。

表4 ストロミルHMG-500型仕様

名 称、 ストローミノレ 重 量 (均) 475 

型 式 HMG-500 フィーダドラム回転(rpm) 1.200 

1E1 K 長 ('I!lJll) 2.960 ロータ回転(rpm) 2，800 

メEL1 巾 ('I!lJll) .. 1，370 ブロア回転 (rpm) 1，800 

メEコ入 高(仰) 960 適用トラクタ (PS) • 

図15機体概要

I~仁二ゴコ E仁二ココ仁仁ごコヨ I
スクリーン寸法

¥ |メッシュ数 |穴径'I!lJllX

仁コ仁コ仁コ
仁コ亡コ仁コ| l荒目 111X 3 = 33 1 83 X 132 

仁仁仁二コココ仁コ仁コ l細目 111X5=551
仁E二ココ仁亡ごココl 

70 X 70 

スクリーン
U二二ヨ

図16 スクリーン
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• 

(4) 試験結果

① 砕断割合

フォーレジハーベスタのようにナイフで切断す

る場合は，切断長さ割合の分布でその程度を表現

する乙とができるが フレーノレ型ノ¥ンマで叩いて

砕断したものについては，長さで表現することは

至難であるしまた その意味もない。種々検討し

て簡で仕分けする乙とにした口その結果は表 5で

ある。乙乙で、は例えば10仰以下とあっても1伽m以

下の長さを意味するものではなく， 1017ll/lの節目を

くぐったものという乙とである。したがってlOmm

よりも長いものが多く含まれている。砕かれてい

ると長くとも簡われやすくなっているものである。

牧草，麦稗，大豆稗はそれぞ、れ10mm以下が66.7

%， 59.8 ~ぢ， 44.05.ぢであった。乙の数値を見る限

り微砕断すぎ劫〉なと思われるが，前述したよう

ストロミル HMG-500型叩

l乙，砕かれていると容易に筒目をくぐるので，目

見ではそう微砕断とは思われない内容のものであ

る。 50mm以上がそれぞれ9.9労， 9:4%， 12.4労とあ

るが，乙れらは叩かれていずれも軟かくなってい

る。

飼料としての砕断の目的は，食べやすくする，

混ぜやすくすることであって，参考の写真にみる

ように混合完全飼料とした場合には理想的な状態

になっているo 一般に菜豆類の豆稗は晴好性が良

く飼料として利用されるが 大豆稗はほとんど利

用されていない。しかし，砕断すると菜豆類とほ

ぼ同じ晴好性となり好んで採食されるようになっ

た。濃厚飼料と混合するとさらに噌好性は高まっ

ている。欧米では糖蜜などを加えているようであ

り，栄養.価はあっても晴好性が乏しく食い残しと

なって敷科になる比率の多かったブラウンヘイな

4
1よ

円べ
U
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すべきといえる。例えば，大豆稗は茎が硬く太い

のでスクリーンのメッシュを細いものにし，ロー

タの回転数をあげるとか密着状態になっているブ

ラウンへイは同様に扱い，良質の乾草は逆に組い砕

断状態にするといったような乙とである。機械的

にはこれらの調整は容易に行われるようになって

砕断割合(簡選)表5

• 
所要動力

フレーノレ型ノ¥ンマによる砕断はナイフによる切

断と違って所要動力が大きい。空転時の所要動力

でもトラクタのエンジン回転1βOOrpmで15PS 

要している。材料別の所要動力を図17，図18，図

191ζ示したが， 15 to砂包rの流量で乾草が32PS，

麦稗と小豆稗が25PSである。一般に硬く砕け易

いものが所要動力が少なく，乾草のように軟かく

てほぐれ難いものが大きな所要動力となっている。

雨に当って高水分で、ベーノレされたブラウンへイな

どは，普通の乾草よりはさらに大きな動力を必要

としよう。

今回の試験でも手でほぐして供給しないと砕断

できなかった経緯もあり フラウンヘイの扱いに

ついては，自動供給しようとすれば別途対策を構

ずる必要があると思われる。

いる。

② 

注:スクリーン小 (70x 70) 

とも砕断し，混合完全飼料化によって大いに利用

しているといわれる。今回の試験からも乙れらの

ことは納得できたので，本機の活用は今後に期待

できょう。

砕断をどの程度にすべきか，乙れに関する飼料

はわが国ではほとんどないので，欧米の成績を参

考にせざるを得ない。しかし 欧米でも確たる内

容のはないようである。極端な微砕断を避けて扱

いやすい程度に処理するといったようなもので良

いようである。スクリーンのメッシュを替えたり，

ロータの回転数を調節するなどして材料別に対策

• 
r含水率 9.7~ぢ

大豆稗 11.0%)

注:ムは大豆稗

• 

(含水率 8.6~ぢ)
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図19

0.5 1.0 1.5 2.0' 
供給量 (t/Hr)

麦稗の所要動力

つ臼
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区分
種類 牧 草 麦稗 大豆稗

，..._ 1011l1/L 66.7 59.8 44.0 

10 ，..._ 2011l1/L 8.6 14.6 18.9 

20，..._ 3011l1/L 1 2.2 1 2.4 1 5.4 

30 ，..._ 4011l1/L 6.5 9.8 5.0 

40 ，..._ 5011l1/L 2.9 2.2 6.6 

50，..._ 官'lJIl 3.2 1.2 10.1 

含 水率第 9.9 9.4 12.4 

図18

0.5 1.0 1.5 2:0 
供給量 (t/Hr)

乾草の所要動力図17
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5 
1，600 1，800 2，000 2，200 

エンジン回転数 (rpm)

1，400 1，200 

空転時の所要動力

なお， ミキサiζ程度にもよるが，多少のととで

あれば固まった濃厚飼料を砕く作用もあると観察

された。 ζの乙とは澱粉粕サイレージなども砕く

乙とができる乙とを意味するものであり，澱粉粕

サイレージを効率的に利用しようとすれば，乙の

システムはかなり大きなウエイトで評価する乙と

ができょう。

畑作の副産物利用は農産加工施設の排出物利用

に迄発展する可能性を示唆するものである。飼料

lζ不足するわが国にとっては総体的なリサイクノレ

システムについても検討する余地があり，こうし

た構想については混合完全飼料の本システムがベ

ースになるものと考えられる。

今回は限られた条件における組作業試験であっ

たが，乙うした経験を踏まえて乙れを発展させる

と面白い結果が期待できょう。

③ 作業能率

作業能率は砕断だけ独立して行う場合は1.5~2.0

to斗1-Irは充分見込めよう。藁手早を砕断して堆肥

にする場合とか，飼料として利用するにしてもス

テージを分けて後刻別に混合調製する場合などで

ある。砕断と同時に混合して完全飼料を調整する

とすれば，そのミキシングシステムlζ支配される

が，図21の調製体系による能率試験の結果は表 6

である。乾草を 1: 4の割合で混合する例で2.38

ton/Hrの能率であった。サイレージの供給量を

多くする乙とによって乙の能率はさらに高める乙

とは可能である。参考迄に乙の時の混合状態の評

点を表 81乙示した。ミキサlζ貯溜して反転すると

完全に近いが，連続では材料の供給の仕方で若干

混合状態が悪くなりパラつきがでている。高能率

作業lとは材料をコンスタソトに供給できる方法を

今後さらに検討しなければならなわ。

図20• 

• 
=混合飼料調製ミキサ組作業=

供給原料 (kg) 所要時間 作 業 有色 率

乾草 生牧草 言十 作業 調整 言十 ストローミル (生牧草混合) 全 体

183 652 835 19 '44" 1'25" 21' 09" 0.52ton/}Ir (1.86 to:ry包r) 2.38 to砂包r

(21. 9) (78. 1) (100. 0) (93. 3) (6.7) (100. 0) 1.92 Hr/ton 0.42 Hr/ton 

作業能率表6

注:生牧草はサイレージに見立てたもの。水分 73.4%
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女サイレージ
女濃厚飼料

。農厚飼料フィーダ)

(アンローディングコンペヤ〕

(サイレージフィーダ)

表 7 供試ミキサの仕様
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図21 混合完全飼料調製体系(定置式)
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図22 ミキサの機体概要
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• 

牧草，麦稗，大豆稗，濃厚飼料の混合状態

(5) 取扱上の注意点

ストロミノレの取扱いで、留意しなければならない

のは，材料の締りであるロブラウンへイを飼料化

したいといっても湿ってブロック状になっている

と，コンスタントにロータに供給されないり無理

をして押し込むと異常な過負荷となって機体各部

の損傷を招くおそれがあるので，ベーノレの内容に

よってはほぐして供給するよう心掛けるべきであ

る。現在，自動的に乙れをほぐし供給する装置に

ついて検討されてはいるが，簡潔な機構にするたー

めには，なお若干の日数を要しよう。

'-35 '-



表8 混合状態の外観評点と混合飼料の乾物率

(新得畜産試験場飼料科)

ア

混合飼料l_) 書定率合乾の物推飼

サ ン フ。 ノレ No. 
ス

混合法 項目 1 2 3 1.. 4 5 6 7 8 9 ト

% 後)
， 

I 貯溜反 G+H G+H B 3) B B B B B B B B 

転 +SBM SBM B B B B B B B B B 

DM5ぢ 4 7.~ 46.~ 47.1 46.0 45.6 47.5 46.2 46.0 48.3 45.4 

2 貯溜反 G+H G+H C---D B---C B B B B B B B 

転 十SBM SBM C---D B---C B B B B B B B 

DM% 47.4 4 9.0 44.7 45.6 46.7 46.4 44.8 44.5 46.0 45.6 

3 貯溜反 G+SS G十SS B---C B---C B---C A---B A---B A---B A---B A---B A---B 

転 +SBM SBM B---C B---C B---C A---B A---B A---B A---B A---B A---B 

DM% 46.9 45.2 46.0 45.5 45.4 45.6 45.6 46.0 45.2 44.5 

4 貯溜反 G+AS G+SS B A---B A---B A......B A---B A---B A---B A---B A---B 

転 +SBM SBM B A---B A---B A---B A......B A---B A---B A---B A---B 

DM% 46.9 44.3 45.2 44.3 45.2 45.2 44.7 44.3 45.6 44.7 

5 貯溜反 G+WS G+WS B A---B B A---B A---B A---B A---B A---B A---B 

転 DM% 39.0 42.2 37.1 42.0 40.9 39.3 41.6 40.7 38.0 37.8 

6 連続 G+H G+H B---.C B---C B 

DM% 39.9 36.1 44.5 39.0 1. 供試飼料と乾物率

7 連続 G+SS G+SS C B---C B 青刈生草26.6%，とうもろ乙しサイレ

DM% 3'9.2 35.5 38.0 39.0 ージ27.0労，乾草93.1%，麦稗88.5%，

8 連続 G十AS G+AS B B---C A---B 大豆殻89.8%，小豆殻91.7%，大豆粕

DM5ぢ 39.6 32.3 44.8 39.9 85.0% 

9 連続 G+WS G+WS B---C B---C A---B 2. 混合割合

DM% 39.0 34.0 41.0 35.2 多汁質組飼料80kg十乾燥組飼料20kg+

10 連続 G+H G+H B---C B B (濃厚飼料20句)

DM% 39.9 35.3 40.1 36.1 3. 混合状態の外観評点

11 連続 CS+H CS+H B---C B---C B---C A よく混合している

+SBM SBM B B B B 混合している

DM% 47.7 49.4 5 4.9 41.8 C あまり混合していない

12 連続 CS+AS 
CS+ A......B B---C A"--B D 混合していないAS 

+SBM SBM A......B B--':'C A---B 4. 混合飼料の乾燥率

DM5ぢ 47.5 4 2.8 51.1 44.7 排出口より5009をサンプリングして

13 連続 CS+WS 
CS+ 

B B A---B 測定WS 
+SBM SBM B B A---B 

DM5ぢ 46.9 42.8 48.6 48.6 

1) G:青刈生草 H:乾草 SBM:大豆粕 SS:大豆 AS :小豆 WS:麦稗

CS:とうもろ乙しサイレージ

2) 飼料ごとの乾物率と混合割合から算出した乾物率

3)評点

4) 混合された飼料の乾物率

po 
qo 



2) ミルミキサに関する性能試験 ② 上川郡清水町 高橋牧場

(昭和56年度十勝農試農業機械科 ③供試材料 牧草，豆がら(小豆)，麦稗，

農業機械試験成績書) ビートパルプ，濃厚飼料

(1) 目 的 ④ 試験要領 砕断動力，能率試験，砕断割合，

各種の飼料を混合して栄養のバランスをとり， 混合状況，作業能率

晴好性をたかめて給飼する方式が普及しはじめて ⑤供試機 ミルミキサUFT889トレーラ

いる。輸入された砕断，混合，給飼機の性能特性 タイプで砕断・混合・給飼の 3

をあきらかにし導入利用上の参考に供する。 つの仕事を乙なす万能型，デジ

(2) 研 究方法 タノレ重量計装備

① 試験期 日 昭和56年 4月24日

• 表9 ミjレミキサUFT889型仕様

全 長 71l1/l， 5，130 

全 巾 m 2，410 

全 品伽 2，845 

ミノレロータ

直 径伽 886 

ナイフ数 3 

ハンマ数 72 

スクリーン 0.18 

面積 w

ミキシングタンク 段円錐

縦軸オーガ

濃厚飼料71l1/l， 1 460x460 

• 寸αひコ』4 リ|可閏|~ 
供給ホッバ

寸法

排 出 オ ー ガ

長 3，900 

径 180 

図23 ミルミキサの仕様図
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ミルミキサ UFT889型 • 
(3) 試験結果

① デジタノレ重量計が装備されており，正確に所

定量の割合で砕断・混合調製ができる口砕断機

はハンマミノレの前部にシュレッダを設け，ベー

ルをほぐしながら砕断するようにしている。ス

クリーンを替える乙とによって穀粒の粉砕も容

易に行われる。ビートパルプも粉砕する乙とが

できる。

② 混合精度は乾物が主であったので，筒選割合

でみた。混合割合別に排出時に定間隔でサンプ

ノレを 5点とり，一定の条件で備選してその重量

割合をみるものであるが，表101乙示されるごと

く，サンプノレ別のブレが少なくよく混合されて

いる乙とを示じている。

① 所要動力は図2411:示されるように麦稗と牧草

はほぼ等し<20句/minの供給量では約30PS 

であった。豆がら(小豆)は50PSであったが，

乙れは以外と繊維質が強いためと考えられる。

破砕は充分に行われているので動力を軽減する

ためにはスクリーンを豆がら用の大きな目のも

のに変えるのがよい。砕断割合を表1H1:示した。

それぞれ10mm以下の割合が多いが，乙れは全部

がlOmm以下という意味ではないD 筒選されたも

のであって，長い繊維のものも含まれている。

また，粉状になって問題が残るというものでも

ない。全般的にみて砕断は混合しやすい状態に

止めるのが原則であり 材料によってスクリー

ンを替え，砕断の大きさを調整する。なお，適

用トラクタは75PS以上である。 ー

④ 混合は砕断と同時に仔う乙とができるが，混 . 

合単独の所要動力は 3PS程度である。排出給

飼の能力は約100kg/minでこの時の所要動力は

約10PSであった。濃厚飼料は粉砕する必要が

なければ混合タンク下の別口から投入するが95

kg/minの投入で約 5PSであった。

n
H
U
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表10 混合精度(筒選割合)

?寸1 簡の大き さ ( 'ITlm) 

9.52以上
キオ 料

4.00以下 4.00 ，..._ 9.52 

① 45.1 29.9 2 5.0 濃厚飼料 97.2勾 (49.1)

② 49.7 26.8 2 3.5 

③ 47.1 27.3 25.5 牧 草 100.8 (50.9) 

1 ④ 48.1 27.6 24.3 

⑤ 5 1.5 23.6 24.9 言十 198.0 (100.0) 

標準偏差 2.4. 5 2.26 0.77 注:濃厚飼料 明治配合飼料

変異係数 5.06 8.36 3.11 PF-4 

てパ;ノ¥ 47.6 26.8 25.6 ビートパルプ 157.5旬 (64.8)• ② 47.1 25.0 27.9 

③ 48.3 25.2 2.6.5 旦 均三 り 33.6 (13.8) 

2 ④ 47.4 24.6 2 8.0 

⑤ 48.1 25.7 26.2 麦 F早 51.9 (21.4) 

標準偏差 0.4 9 0.85 1.06 

変 異係数 1.04 8.36 3.96 言十 243.0 . (100.0) 

ベ¥ζノ、 44.6 31.0 24.4 濃厚飼料 179.1kg(46.6) 

② 41.4 35.7 22.9 ビートノマノレフ。 28.8 ( 7.5) 

③ 50.0 29.6 24.5 麦 稗 79.2 (20.6) 

3 ④ 50.0 28.9 21.4 旦 均三 り 35.1 ( 9.1) 

⑤ 44.6 32.9 22.4 牧 草 62.1 ( 16.2) 

標準 備差 3.77 2.74 1.33 

変 異係数 3.18 8.6 8 5.75 言十 384.3 (100.0) 

• l:::"-l-/'{')レフ~ -一一・豆がら

ハ/
0---Q  60 (小豆)

501 / ノタr
....--.... 
。.ーー。 麦稗

卜

馬 40~ ~~' ~-グ一ー一A一" "._圃‘

伺ー-A 牧草 jレ

30.1 5v/:争，- 30 
ク

力 201

~. 
20 

(濃厚飼料投入)
101 

にノ-V~
。卜 10

10 30 50 70 90 110 

供 給 量 (kg/min) 

図24 所要動力
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~ ---10 
牧 草 65.2 

麦 手早 53.2 

豆 がら 39.1 

CPS) 

20 

4 

L、
300 

/ 
J 

"'" 

J 

Ug-m)，d 
J 

J 

全駆動 〆
/ 

/ 

d' ， 
/ 

~" 

30 
(kg・nり

20ト

jレ

ク

400 500 600 (rpm) 

PTO回転数

図25 空転所要動力

表11 砕断割合

筒 目 の 大 き さ (7IlJJl) 

1 0---20 20---30 30--40 40---50 

1 0.3 7.5 7.0 5.8 

16.2 11.1 9.3 7.7 

11.5 13.5 1 7.5 5.9 

材料含水率

---50 (労)

4.2 10.78 

2.5 10.57 

12.5 10.34 

⑤ 作業能率は 5種混合で'752.8k9/但rであった。

(表12)。砕断と混合が同時にでき，かっ，給

飼もできるので，小規模経営には便利な機械と

いえる。なお，砕断部では藁稗類ばかりでなく，

芯付きのとうもろ乙しゃ穀粒も粉砕できる。ま

た，濃厚飼料の供給部からは，ばれいしょ澱粉

粕の投入も可能である。多角的な混合飼料の構

成に妙味を発揮する。

表12 作業能率 表12 作業能率

処理量 作 業 時 間 作業能率

原料
混合 移動往 移動復 調整準備

投入・砕断
給飼 計

(kg) (k:砂包r)

23'40.9" 8'37.5" 1 0'57.1" 8'12.5" 9'07.7" 12'15.4" 1" 12'51.1" 
914 7 5 2.8 

( 3 2.5) ( 11.8) ( 15.0) ( 11.3) ( 12.5) ( 16.8) (1∞.0 ) 

注:トラクタ ゼトア 6714

処理回数 3 麦 稗 135 ( 14.8) 

飼料置場一施設問距離約200m 旦 7.;5. り 100 ( 1 0.9) 

濃厚飼料 300 kg (32.8) 牧 草 165 ( 18.1) 

ビートノマノレフ。 214 (23.4) 

-40-
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3) ミキサフィーダに関する性能試験 ③ 供試材料 牧草，豆がら(小豆)，麦稗，

(昭和56年度十勝農試農業機械科 とうもろ乙しサイレージ，濃厚

農業機械試験成績書) 飼料

(1) 目 的 ④ 試験要領 葉稗類は予めストロミノレ等で砕

各種の飼料を混合して栄養のバランスをとり， 断しておき，一般の混合比で所

晴好性をたかめて給飼する方式が普及しはじめて 要動力を測定。混合状態は水分

いる。輸入された混合給飼機の性能特性をあきら で判定。

かにし，導入利用上の参考に供する。 ⑤ 供試機 ミキサフィーダBJ M1910 

(2) 試験方法 トレーラタイプの 3軸スクリュ

① 試験期日 昭和56年4月23日 オーガによる専用混合機デジタ

②場 所 上川郡清水町 高橋農場 jレ重量計装置。

• 
表13 ミキサフィーダ

B J M1910型仕様

全 長 7fl1/l 4，670 

全 巾 m 2，570 

全 高 7fl1/l 2，130 

重 量 kg 2，020 

ホッパ容量仰 5.0 

ミキシンク‘苛ーガ ボットム

4，670 トップ 2 

齢
2 

排出口寸法 m 810X530 

図26 B]M1910仕様図
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ミキサフィーダ

B]M1910型

排出口には磁石がついており，鉄片を

除去するようになっている。

計量器

• 

• 

つムAせ



(3) 試験結果

① デジタノレ重量計が装備されており，正確に所

定の混合比lζ設定できる。

混合スクリュオーガはタンク底部lζ1本，上

部に 2本付いて短時間(約 3分)で均一に混合

された。また，排出供給も 2本のスクリュオー

ガで繰り出されるので，乙乙でも仕上げの混合

が行われる。なお，排出供給口の底部には磁石

が付いており，相当の鉄片が排除できた。

② 混合精度は，排出時に定間隔の時間でサンプ

ノレを取り，含水率で知る乙とにした。表 41ζ示

. 表14 原料含水率

原料名 含水率

豆がら 10.3% 4 

麦 F早 10.57 

牧 草 10.78 

ビート
14.42 ノマノレフ。

濃厚飼料 15.88 

コーンサ
77.07 イレージ

• 
住:豆がらは小豆

濃厚飼料は圧片

コーン入り肉牛

用配合飼料。

(明治配合飼料

PF-4) 

叩

9

8

7

6

ω
所
要
動
力

D
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されるごとくパラっきは少なく， 3 ~ 5分で充

分に混合されている。ミキサフィーダは均一に

混合し，晴好性を高める乙とにあるので満足で

きる。

① 混合の所要動力は 8~9PS であった。濃厚

飼料が多いと(混合A濃厚飼料26.15ぢ)所要動

力は若干多くなる傾向にある D しかし乙の場

合は，排出も短時間で行われる。けん引のトラ

クタは40PS以上であれば適用できる。

表15 混合材料の割合

人
混合材料 排 出

麦 稗 ビ ー ト 濃 厚サイ 能力
備 考

豆がら 計
(kHι1イlTI、} 牧草ノマノνフ。飼料レージ

混合A
189.1 30.9 192.0 322.0 734.0 

(25.8) (4.2) (26.1) (43.9) (100.0) 
644.4 

混合B
120.7 19.7 122.1 473.5 735.0 

455.4 
パルプ，濃厚飼

( 16.4) (2.7) ( 16.6) ( 64.3) ( 100.0) 料50%減量

注:麦稗，立がら，牧草ストロミルによる砕断物，73'等量サイレージ

はとうもろ乙しサイレージ。

表16 混合精度(含水率周) (労)

混合A / 

(濃厚飼料 占/戸
26.1労)~.イ〆JJ混合B(濃厚飼料 16.6%)

〆
5 4 / 

1，200 1，400 1.600 1.8002，000 
(350) (416) (472) (523) (5π) 

回転数 (rpm)

(P S) 

4 

所
3 

要
動

2 
力

1，200 1.400 1，600 1，800 2，000 
(3団)(413)(46η(520)(581) 

回転数 (rpm)
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している。畜産の場合は経営費に占める飼料

費の割合が大きいので 安価な飼料を入手する

乙と，飼料効率を高める乙と等が課題であるの

で，本機は今後lζ普及拡大するものと考えられ

る。

④ 作業能率は条件の設定によって異なるが飼料

置場~畜舎間距離約200mでは2，636.9k9/Hrあ

った。サイレージおよび砕断牧草はフロートロ

ーダで投入した。混合完全飼料(コンプリート

フィード)の給与技術は 当初肉牛からスター

トしたと考えられるが，最近では乳牛にも普及

J 弓

半

処理量 作 業 時 間 作業能率

(旬) 原料投入 混 メ仁h3、 移動往 移動復 給 飼 言十 (k砂包r)

15' 50. 7" 9' 42. 6" 8' 21. 0" 9' 27. 3" 11' 15. 5" 54' 36. 6" 
2，400 

(29.0) (17.8) ( 15.3) (17.3) (20.6) (100.0) 
2.636.9 

台旨業作表17

• 注:配合比とうもろ乙しサイレージ62.55ぢ，牧草12.5%，濃厚飼料25.0%，飼料置場一畜舎間距離

約200mo

処理回数

時の練り込みが少ないため 澱粉粕サイレージを

混合して利用する場合などには，晴好性を損なわ

ず好結果であった。作業能率は 3to砂包r程度で

3回

4) ミキシングトレーラ

ミキシングトレーラはばれいしょ澱粉粕を堆肥

ある。

化するために開発されたものである。コンプリー

トフィードの調製にもそのま、利用できる。混合

• 
6. 130 

。。∞」
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最大積上高さ 2，5∞
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• 
澱粉粕サイレーヅ，牧草，濃厚飼料混合

• 
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表18 ミキシングトレーラ仕様

• 

型 式 H M B 2 8 1 0 

全 長 ( mm) 6，130 

外 観 全 I司Eコ ( mm) 運搬 時 1，800 作業時最大 2，900 

全 (伽) 運搬時 2，4 50 作業時最大 5，730 

容 量 ( rd.) 2 x 2 

長 さ ( mm) 2，250 
荷 箱

IE司2 さ (mm) 0.630 

。高 (mm) 1，500 上辺 幅 2，040 

荷台オフセット ( 'I7lJll，) 850 

軸 距 (仰) 4，350 
車 輪

輪 距 ( mm) 2，000 

タ イ ヤ 7.00 - 16 -1 2 PR 

床面地上高 (mm) 1，170 

フロアコンペヤ幅 ( mm) 1，500 

作業用 エレ ベータ幅 ( mm) 620 

ミックスオーガー幅 (mm) 330 

ピ 一 タ 径 (伽) 350 

調 節 方 法 ラチエット 1~7 段

フ ロ ア速度 1.1 m/min~7.7m/min 
青島 力

処 理 台旨 力 30 ton/日r~40 ton/日r

積 上 I司Eコ さ (1ll17l ) 最 大 2，500 • 
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